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粟井地区タウンミーティング(要約) 
                      平成２６年６月８日（日曜日） 

 

【市長】 皆様こんにちは。今日は日曜日の午後でございます。皆様何か

とご予定があったのではないかと思いますが、このように多くの方々がお

集まりいただきまして本当にありがとうございます。このタウンミーティ

ングの開催にあたりましては、粟井公民館の館長はじめ役員の皆様のお力

添えをいただきました。まことにありがとうございます。このタウンミー

ティングは私が就任させていただいてから始めさせていただきました。ど

っちが楽かという話をすると市役所で待っているほうが楽です。でも、果

たしてそれでいいんだろうか。松山市は松山市、旧北条市、旧中島町合わ

せて４１地区ありますけれども、その４１地区ごとに課題があったり、お

困りの点もあったり、逆に魅力もあると思います。私たちが市役所で待っ

ているのではなくて、我々から出向かせていただこう、声を聞かせていた

だこう、そしてできることからできるだけ早く反映しようということでタ

ウンミーティングを始めさせていただいております。４１地区すべて回ら

せていただきました。ガス抜きとかパフォーマンスでやっていたのだった

ら、多分１巡で終わっていたと思うんですけれども、私はガス抜きとかパ

フォーマンスでこのタウンミーティングをやっているのではありません。

皆さんご存知のように、私は一市民からこの立場をいただいた人間です。

もっと行政と皆さんの距離を近くしていきたい、もっと政治と皆さんの距

離を近くしていきたい思いでこのタウンミーティングさせていただいて

おります。今２巡目に入ったところで、粟井地区は去年の２月に来させて

いただきましたので、１年４か月ぶり２回目になります。また、今日もで

きるだけこの場でお答えをして帰りますけども、中には国と絡む案件、県

と絡む案件、財政的な問題があるものについては即座にお答えできない事

柄もございます。いい加減なことを言って帰るわけにいかないので、そう

いったものはいったん持ち帰らせていただいて、１カ月を目途に必ず地区

にお返事をするがこのタウンミーティングでございます。やりっぱなしに

はしない、聞きっぱなしにはしないタウンミーティングがこの松山版のタ

ウンミーティングの特徴でございますのでよろしくお願いいたします。ご

存知の方も多いと思いますが、私の実家はお隣の河野地区でございます。

高校３年間は自転車で、まだそのころはＪＲじゃなかったのですが、国鉄

の粟井駅まで自転車で降りて行って、そして松山の学校へ通う、会社に入

ってからも結婚し独立するまでは河野の家から通っておりました。隣の地

区の子です。今日は将来に向けての粟井地区、良い意見交換ができればと
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思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。  

【男性】 初めにお礼を申し上げたいと思います。２年間区長をさせてい

ただいたんですけど、その間、直接行かなくて色んな課に電話してお願い

しました。それに対して、親切に迅速に結果が出るまで多少時間がかかっ

た場合もありますけれども、お願いしたことはすべて解決の方向で導いて

いただいて、公務員の方はすばらしいな、ありがたいなと思う２年間でご

ざいました。今後ともよろしくお願いします。健康づくりについて、医療

費が毎年１兆円ずつ上がっているのはご承知だと思うんですけれども、原

因は高齢化とか環境の悪化とかどういう食べ方をしているかとか食の問

題等、ストレスとか色んな問題があると思うんですけど、健康は人間にと

って一番大事なことで、健康であれば働けるし、気持ちよく生活ができる

ということで、松山市においても色んな課で一生懸命健康づくりのために

医療費の削減のために、それぞれの課がされていると思います。ですけれ

ども私たちも不勉強でいったいどう行政がされているのかが、わからない

点があります。前回のタウンミーティンングでも質問したんですけれども、

外国で始まった健康都市宣言が、日本では千葉県の１つの市で始まったん

ですが、今日では日本でも３０いくつの市町村、そして３団体、県内でも

西予市と四国中央市は健康都市連合に入ったことが、インターネットでわ

かったんですけれども、大きな市ですからなかなか難しいと思うんですけ

れども、健康をテーマに色んな課が有機的な連携をもってしていただいた

ら、我々も健康ですから個人が頑張らなきゃいけないことではあるんです

けれども、行政としてもできることについて、お伺いしたいと思います。 

【市長】 全庁的な取り組みになりますので、私からお話します。ちょっ

とご紹介しますと、「スマイル松山プロジェクト」という全国的にも注目

されている仕組みですが、最近、スマートフォンという進化した電話をお

持ちの方が多いですけども、あれを使いまして健康を司っています。保健

福祉部と産業経済部が連携して、対象は２０代～５０代の働いている方を

中心に参加いただいで、ウォーキングを軸とした運動による健康づくり、

「スマイル松山プロジェクト」をやっています。これはどんなことをする

かというと、参加者の方の歩く量とか体重とか体脂肪などの健康データと

健康診断の結果が蓄積されていきます。愛媛大学の医学部と愛媛大学の教

育学部とも連携して、コミセンをやっているのは、松山市文化・スポーツ

振興財団ですけれども、ここの健康運動指導士が運動指導を行っています。

ですから市役所と大学と事業者、産官学が連携した取り組みをやっていま

して、これをやることによって、モニターになっていただいた方は４カ月

でかなり体重と体脂肪が減少しました。健康につながっていく取り組みを
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しています。今、国のお金をいただいてやっているんですけれども、松山

だけが健康で悩んでいるわけじゃないです。どこの自治体も健康は大きな

テーマですから、同じような悩みを持っているところと連携しながら、松

山発「スマイル松山プロジェクト」をやって、「スマイル日本プロジェク

ト」にできたらいいなと進めているところです。お子さんもいらっしゃる

のでわかりやすくお伝えすると、病気になったら自分も辛いし、家族も辛

いし、社会も辛いです。社会保障費が要りますから、健康になると自分も

うれしいし、家族もうれしいし、社会もうれしいんです。松山の方は検診

をなかなか受けてくれないんです。特定健診はこれまで１，０００円とか

１，５００円かかっていたんですけども、無料に４月１日からしましたか

ら、ぜひとも特定健診を受けてください。そして、「歩いて健康まちづく

り」、やっぱり歩かないよりは歩いていただいたほうが健康につながりま

すので、ウォーキングのイベントをいろいろとやっています。また、小学

生の方は多分知っていると思うんですけど、「手洗い・うがい・歯みがき」

推進ソングをつくらせていただきました。なぜかというと、うがいをする

と口の中がきれいに保てます。口は体への入り口、手を洗うのはインフル

エンザなどの予防になります。今日も虫歯予防デーの関係で歯医者さんの

イベントがあったんですけど、皆さん口の中は大変ですよ。バイ菌は夏に

気温が３０度以上ぐらいになると特に繁殖しやすいです。皆さん口の中を

考えてみてください。口の中は３７度と非常にバイ菌が繁殖しやすい環境

です。水分がなければバイ菌は繁殖しませんけれども、口の中は唾液があ

ります。そして栄養素でいうと食べたものをそのまましておくと、虫歯の

原因の食料になります。口の中をきれいに保つことは、健康への非常に大

きなウエイトを占めるので、口の中をきれいに保っていきましょうと、個

別妊婦歯科健康診査といいまして、妊婦さんはつわりなどもあって口の中

をきれいに保つことが難しいので妊婦さんのときに健診を受けてもらう。

歯周病の菌は口移しで赤ちゃんに食べものを与えたりするときに移るん

です。口の中をきれいに妊婦さんが保つと、低体重で産まれてくるとか、

早産のリスクも避けることができるので、個別妊婦歯科健康診査もスター

トしています。４０歳、５０歳、６０歳、７０歳の節目のときに無料で受

けられる節目歯周疾患検診もスタートさせていただいています。また、小

学校で歯みがき指導があるんですけど、中学校に行ったら歯みがき指導が

なくなるんです。ですので、体制整えて、中学校でも歯みがき指導ができ

るようになっています。松山市としては、皆さんに健康になっていただく

のは非常に大事なことですから、さまざまな部署が連携してやっています

ので、また皆さんもご協力をよろしくお願いします。  
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【男性】 今さっきのお話の中で、健康づくりの中にウォーキングも取り

入れておりますというお話で、西谷から波妻までの遊歩道をつくってほし

いという前回のお話ですが、これに関連しまして、もう少し今度は西谷か

ら横山城のほうをですね、このあたり粟井の東部地区には、粟井小学校の

校歌や運動会の歌にも歌われた横山城跡があります。この横山城跡に行く

粟井側からの遊歩道が今は全く通れない状態になっております。倒木や草

の繁茂です。かつて、横山城跡は旧北条市が整備していたところだと思い

ますので、再整備できたらと思っています。距離的には１キロ足らずです。

登った先には市の野外活動センターがあります。粟井地区には海・里・山

があります。冬は里のスポーツとして愛媛マラソンがあります。今年は、

市長さんがいい汗をかきながら頑張っている姿を見させていただきまし

て、ありがとうございます。また、夏は海のスポーツとして、近くにある

中島のトライアスロンでしょうか。春・秋は山のスポーツがありません。

２年後の８月には、山の恵みを感謝し、親しむ日として山の日という祝日

ができます。安岡グラウンドから横山城跡を経由して、背後にある市の野

外センターまでの整備をして、粟井地区に山のスポーツイベントをつくっ

てほしい。粟井トレイルランニングレースとかできたらいいなと思ってい

ます。横山城跡からは全国に発信できる粟井坂から波妻まで一望できる自

然景観があります。ちなみに近辺の県庁所在都市で、大分市産業振興課の

森林セラピートレイルランニングの規模は４００名、広島市安佐北区地域

おこし推進課の可部連山トレイルランの規模は６００名などが行われて

おります。よろしくお願いいたします。  

【都市ブランド戦略課長】 都市ブランド戦略課の矢野でございます。ご

質問、ご提言ありがとうございます。おっしゃいましたように、横山城跡

地までの里道が、現在、荒廃していることは私どもも把握しています。こ

の道は、かつて農業用として整備された経緯がございます。その関係から

申し上げます。かつて農業用として整備された農道が現在は農業として使

われていないことから、こうした荒廃している状況にあると思います。こ

れをまた農業用とか林業用で使用したいということでございましたら、土

地改良区から申請書をいただきましたら、事業の可能性について検討させ

ていただきたいと思います。林道として使用する際にもいろいろ条件はご

ざいますけれども、実施の可能性を検討させていただければと思いますが、

農業用として使用する場合には要件がございますので、そうしたことをク

リアできるかどうか、担当課が農林土木課になりますけれども、ご相談を

いただければと思います。それ以外に松山市として全体としてどのような

支援ができるかについても、関係部局と検討させていただきたいと思って
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います。  

【市民部長】  市民部長の片山と申します。よろしくお願いいたします。

山道の整備についての要望は、各地区でお聞きするところですけど、例え

ば、桑原地区の淡路ヶ峠、生石地区の垣生山、正岡地区の八竹山、こうい

う整備などはまちづくり協議会が中心になって、地域の方々が主体になっ

て整備をされています。松山市でも住民主体のまちづくりを目指して、ま

ちづくり協議会の設立を目指しておりますが、この取り組みは地域の皆さ

んが主体となって、行政と協働で地域の課題解決や魅力を生かしたまちづ

くりを行うということでやっております。地域に存在する史跡をはじめと

する地域の宝をみがき、よりよいまちづくりを行うことは非常に大切なこ

とだと思っております。１人の住民の方、１つの組織だけで取り組むこと

は非常に難しいことだと思っております。そこで地域のさまざまな団体や

組織がつながって、まちづくり協議会を構成して、その中で話し合いなが

ら現状の把握や課題抽出、考えられる対策を取られまして、やっていくの

も１つの可能性があるのかなと思っています。それとトレイルランニング

ですが、テレビでも最近よく拝見するんですけど、昨今のマラソンブーム

や登山ブームの波にのって、各地で定期的に開催されています。しかし、

不整地や林道の環境整備をするときに、土地の所有者の方のご理解やご協

力が必要になります。加えて、利用者の方の安全確保や将来の維持管理な

どさまざまな課題がまだあると思いますので、現時点では、トレイルラン

ニングの環境づくりは難しいと思っているところです。  

【市長】  ちょっとお伺いしたいのですが、どれぐらいの道の幅ですか。 

【男性】  昔の道ですから、 1 間ぐらいの道。  

【市長】 １間ぐらいの道。わかりました。野外活動センターまで１キロ

ぐらいなんですね。  

【男性】 麓から行くと８００メートル。市の野外活動センターと連携し

て友好的に使わせてもらったらと思います。  

【女性】 粟井児童クラブの者です。現在、児童クラブは低学年の３年生

までが対象になっておりますけれども、来年度から４年生以上の高学年も

受け入れる国の方針が出たと伺っているんですけれども、松山市でも対応

で大変だと思いますが、私たちにも対応がどのあたりまで進んでいるのか

が、まだはっきりわかりませんので、あくまで私たち児童クラブの希望を

言わせてください。粟井児童クラブもずっと定員はオーバーしております。

それで、子どもたちの心身の安全も考えて、今は１年間ずっと利用してい

ただける通年の児童だけを受け入れております。でも、そういう方針が出

ましたので、先日、来年度に向けて夏休みとか冬休みの長期の受け入れが
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どれくらいあるのかアンケートを取りましたら、２０人近くの希望があり

ました。そういう方たちを受け入れることも含めて、女性が仕事を持つの

も普通になってきましたので、児童クラブの利用はだんだん増えてくるん

じゃないかと思います。それで、できましたら、プレハブのクラブ教室を

お願いしたいと思います。よろしくお願いします。  

【保健福祉政策課長】 保健福祉政策課の西市です。ご意見どうもありが

とうございます。児童クラブの今後の見込み、定員増についてですが、児

童福祉法の中で、平成２７年度から対象者が小学校３年生から６年生まで

拡大されることが決まっております。松山市内には６４の児童クラブがご

ざいます。そのクラブの中で最大で７０名の受け入れができるクラブもご

ざいます。今、小規模で行われている児童クラブについては、今後その地

域の児童数の児童クラブへの加入の見込みを調査中でございますので、地

域にあった施設を今後検討したいと考えております。ただ、小学校のグラ

ウンドの一角に、例えばプレハブの施設を建てるとか、小学校の空き教室

を利用できるのは、限られた条件がございますので、今後、調査研究を早

急に進めたいというのが現状でございます。  

【市長】 私から補足させていただくと、国も出産とか子育てを大事にし

なきゃいけないということで、子ども子育て関連３法が、来年４月からス

タートします。皆さん聞かれたことあると思いますが、「幼」は幼稚園で、

「保」は保育所です。幼保一元化。幼稚園と保育所を一元化しましょう。

保育所は厚生労働省の管轄で、幼稚園は文部科学省の管轄です。出産と子

育てをもっと大事にしていくということで、子ども子育て関連３法が来年

４月からスタートします。これは、地方自治体にとって大きなことで、国

自体が全国一律でやってくれることになりますから、これまで市で単独で

するよりも国全体としてバックアップを受けられる。そうなりますと大変

ありがたいことになります。  

【男性】 今年度から粟井地区自主防災連合会の顧問と光洋台の自主防災

会の情報班長として自主防災活動をしていますが、今回は災害時の避難道

路として重要な通学路に防災士としてぜひ市長さんに改善をお願いした

いということで、お話をさせていただきます。松山市は子どもたちが安

全・安心に学校に通えるように、通学路の危険箇所を地域・学校・ＰＴＡ・

警察・国・県・市の道路管理者の皆さんが一体で合同点検をされているこ

とをお聞きしています。粟井地区でも合同点検をされ３カ所を危険箇所と

して抽出、２カ所は改善されていますが１カ所は検討中であるとホームペ

ージに書いてあります。しかし、まだ危険な場所があります。この改善セ

ンターの下の東側道路ですが、久保・鹿峰・苞木地区の児童多数が朝に通
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学、あるいは帰っております。しかし道路のすぐ横に排水溝があって、児

童が転落してけがをしておるという話を聞いております。もちろん真っす

ぐに歩けば転落はしませんが、子どもたちですからふざけるときもあり、

何人も転落してけがをしたと、ぜひ排水路を暗渠にしたり道路を拡幅して

歩道の安全策を設置するなどの対応を検討していただきたい。それから次

に小川、磯河内、和田を通って粟井小学校や北条南中に通じる通学路があ

ります。粟井小学校から磯河内は拡幅工事が終わって５．６メートルの２

車線になって、歩道もあり安全に通学として使用できます。しかし、磯河

内から小川の間の２カ所の拡幅工事が中断され、道路幅が５．６メートル

から３メートルに狭くなっているところがあります。そのため粟井小学校

の児童の皆さんは、集団登下校時は国道１９６号線を迂回しています。し

かし、北条南中の生徒さんは自転車通学の通学路として使っています。こ

の通学時間帯は通勤時間帯と重なってマイカーの通行量が多く、特に光洋

台クリニックのところの信号を遠くから見てスピードを出す。３０キロと

なっていますが、５０～６０キロ以上で走って非常に危険です。そういう

ことで周辺住民は事故がなければいいなと危惧しております。特にこの道

路は光洋台・小川地区から粟井小学校への避難道路にもなっております。

通学路の危険箇所は災害時の避難道路の危険箇所と表裏一体でありまし

て、自主防災連合会としても通学路の危険箇所の点検に協力する用意があ

りますし、ほかの通学路の点検についてもほかの地区も同じようなことが

あると思うので、各地区に自主防災連合会がありますので一緒に加えてい

ただければと思います。今までご説明しましたとおり、このような危険な

状態が続いております。なぜ、いつまでもこの状態が続くのか、いつ工事

が終わるのかなということで周辺の住民は素朴な疑問を持っています。遅

れている理由も知らされておりません。児童・生徒の自動車事故があった

ら泣くのは児童と家族、運転者だと思います。このような状態が続けば市

政への不信感につながると思います。拡幅工事がなぜ中断され完成が遅れ

ているのか、工事開始時の事前調査や地元折衝はどのようにされていたの

か、いつごろ完成するのかをいつも我々が話している内容です。児童・生

徒を安全に通学させるために１日も早い完成を地区住民は望んでいます。

野志市長、必ず完成させていただくようによろしくお願いします。  

【市長】 いくつかいただきましたが、まず拡幅の件で止まっている話で

すけれども。  

【都市政策課長】  都市政策課の川口です。よろしくお願いいたします。

何点かいただきましたけれども、最初の通学路の拡幅の件は、いろいろ工

事に関わること、すぐにできる安全対策もありますので、そういうことに
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も取り組んでいきたいと思いますので、また後で場所を教えていただいた

らと思います。  

【市長】 今日は１時間半ですけれども、我々３時半に終了したらすぐに

帰るわけではございません。ご安心ください。地図を持ってきております。

通学路とか付近の道路で「ここ、ちょっと危ないよね」みたいなところが

ありましたら遠慮なくおっしゃってください。そのために地図を持ってき

ておりますので、下水道とか危険に感じる通学路とかガードレールがどう

とかカーブミラーが欲しいなとかありましたら遠慮なく言っていただい

たらと思います。  

【都市政策課長】 ２点目の現在工事が止まっていることについてですが、

この道路は市道常竹小川線という名前でございまして、平成１８年度から

事業を開始しております。先ほどご説明いただきましたように大変危険な

場所ということと、交通量が多いということで地域の方から強い要望があ

って工事を進めているわけでございますけれども、小川の地区と磯河内の

地区の２カ所で現在、整備が中断しております。その理由についてはいろ

いろあるんですけれども、磯河内の部分はこれまで補償の物件のことで所

有者の方と協議を進めておりましたけれども、実は６月４日のつい先日で

すけれども物件の所有者の方と移転の契約の成立が整いまして、事業がま

た進めることができることになりました。早急に事業を開始しまして今年

度中に工事は完成する予定でございます。もう１カ所の小川の部分につい

てですけれども、これは愛媛県が管理しております払川という橋梁の部分

でございまして、道路の拡幅にともないまして橋の架け替え工事が必要で

ありますので、現在、架け替えについて愛媛県といろいろ協議を行ってお

ります。橋の断面とかについていろいろと協議を進めておりますけれども、

これも早急に協議を終わらせまして協議が終わり次第、事業に関わりたい

と思います。これまでの地元交渉とか事前調査が不十分であったのではな

いかというご指摘でございますけれども、経緯を申しますと平成１９年２

月に地元関係者の説明会、２０年にも地域の役員の方や学校の関係者等に

説明会を行いまして、できる限り早く状況を改善したいということで、工

事が着手できるところから着手した関係で、現在２カ所が残っております

けれども、早急に事業を進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。  

【男性】 今のお話では磯河内については工事が着工できるということで

すね。ありがとうございます。小川の払川の橋についてはこれから県とお

話をするということですかね。県にも県知事にメールで問い合わせました

ら、市からの改善工事の要望があれば早急に対応すると県知事の回答をい
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ただいておりますので、できるだけ早く完成していただくように、ひとつ

よろしくお願いいたします。  

【都市政策課長】 県の問題については現在協議中でございまして、これ

からではないので、前向いていくようにします。よろしくお願いします。 

【市長】 私から補足を。これは粟井地区の話ではなくて市全体の一般的

な話として聞いていただいたらと思うんですが、ここまで道が広いのに、

ここから急に道が狭くなったみたいなこともありますけれども、大体は物

ごとには理由があります。今、何にも理由がなくて物ごとが止まっている

ことは基本的にないと思います。市民の皆様からの目もありますし、事業

としてなぜ止まっているのかは大体理由があります。これは一般的な例と

して聞いていただきたいのですが、地元の方のご同意をいただかないと道

は広げることができません。道があってＡさんＢさんと住んでいるならば、

Ａさんは「いいよ、下がるから」と言ってくださる。例えばＢさんが「私

はここに愛着があってどうしても下がりたくない」というところがあると、

なかなかご同意いただけないことになります。行政として、でこぼこにな

った道はなかなか難しいですから、大体そういう経緯もある。同意をいた

だかないといけない。なかなか強制的にできるものではないところがある

のが１つ。それと、この立場をいただいて３年半で思うことですけど、ど

う広報をしていくかも難しいところです。できるだけ皆様に広報をしたい

とは思っているんですけれども、広報をすることによって逆に進まなくな

ってもいけないことも考えながら、できるだけ広報はしていく大前提のも

とに進めていきたいと思っています。また、子どもさんもいらっしゃるの

で、これも一般的な話として考えていただいたらと思うんですが、道があ

る横に溝があって、溝を蓋してくれたら道が広くなるのにというところが

あります。ただ、大体水路は農業をされている方が使っているケースが多

いです。農業をされている方としたら、蓋をしてしまうとごみが流れて詰

まってしまったときに、のけるのがしにくくなるということで、農業関係

の方は蓋をするのはちょっとなというところがあります。それとご同意い

ただいて水路に蓋をした場合、逆に道が広くなることによって自動車がス

ピードを出しやすくなる抜け道になって危なくなってしまう例もありま

す。ですので、総合的に考えながら進めているところでございます。また、

皆様の声をいただくのは非常に大事なことでありますので、今日は３時半

ですぐ帰るわけではございませんので、地図を持ってきておりますので、

危ないと思うところがありましたら言っていただいたらと思います。地元

の合意をいただくために我々が動くことももちろんできますので、よろし

くお願いいたします。  
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【男性】  市長がＪＲと伊予鉄市駅の乗り入れを考えていらっしゃると。 

【市長】  伊予鉄道の郊外電車と路面電車ですね。  

【男性】 続けてＪＲも一緒に乗り入れていただくと北条地区もまったく

変わってくると思うんです。例えば粟井駅から乗って道後に行くとか、三

越に行くとか、全部ネットワークが組めてしまうことになると思うんです。

今、考えないといけないのは大きなインフラ、ライフインフラを含めて交

通インフラ。人と人が会わなきゃいけないことって結構あるわけです。そ

れが松山市と一体になっていくと。これは松山市全体あるいは東温市・伊

予市も含めた大きな交通インフラになってくる。そうなると、今までどん

どん市街地が空洞化していったのが、まったく違う形の土地利用ができて

くる。そして駅前商店街もまったく人もいません。市長も一生懸命にプロ

ジェクトを組んでいただいて人を集めていただいていますが、逆にそこが

土地利用できるようになってくる。例えば新しい中古住宅が出てくる。あ

るいは子どもたちが学校にすぐ松山に行けるようになる。そういうことも

含めてぜひＪＲ・伊予鉄の路面電車も含めて乗り入れを考えていただくと

ありがたい。そうすると北条の我々も含めて、いろいろ協力ができるんじ

ゃないかと思っています。ベットタウン化して新しい特区をつくろうとい

う話もあったみたいですが、そのインフラ１つできるとまったく違った形

になってくる。要は骨組みができてくれば、あとは葉っぱや花はいつでも

咲くんだという気になりました。ぜひ頑張っていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。  

【市長】 はい、ご意見ありがとうございます。お金があったらできるん

ですけどね。実はおっしゃるように公共交通はものすごく大事です。中学

生の皆さんもいずれおじいちゃんやおばあちゃんになっていくわけで、お

じいちゃんやおばあちゃんになると視力が悪くなる、運動能力が落ちてく

るので運転免許の返納をしないといけなくなるんです。自動車がないと生

活できないまちもあるんですけれども、粟井はＪＲが通っています。バス

も通っています。１，８００市町村が全国にあるんですけど、わずか１７

しか走っていない路面電車が松山市の中心部に走っている。郊外電車も横

河原線・郡中線・高浜線と走っている。これはものすごい宝です。これは

高齢化に対応したまちづくり、環境に配慮したまちづくりができるので、

松山はものすごく伸び代が高い。この前も北条の公民館主催の運動会に行

ってきたんですけども、最近、正岡か難波だったですかね、あの辺も新し

い家ができて子どもさんたちが増えているんですね。まちづくりでよく言

うのが、お団子と串の考え方といいまして、串が線路で大きな円が松山市

中心部としたら交通の便がいいですから駅の周りに住宅が集まってくる。
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今、北条でも駅の周辺に新しい家ができてくるってありますけれども、こ

れがこれからのまちづくりでお団子と串の考え方というものです。便利の

いいところに家が集まってきて、北条であったら松山に通っていこうとい

うことです。お団子と串の考え方ですけど、公共交通を軸としたまちづく

りは、これからものすごく大事というのは確かなところです。これまでに

もＪＲと伊予鉄の乗り入れができないかと考えたことがありまして、伊予

鉄道の西衣山駅とＪＲの線路が近いところに駅をつくって乗り入れがで

きたらという話があるんですけれども、ＪＲさん側からごめんなさいと言

われています。なぜかというと、あそこに駅をつくってしまうと、松山か

ら三津浜駅の中間となるところに駅ができてしまい、そこで止まらないと

いけないことと、カーブになっていてホームをつくるのがなかなか難しい

と言われています。ほかの場所を探す手もあると思うんですけれども、す

でに検討しているけれども、なかなか困っている。今、郊外電車と路面電

車の直接乗り入れは何で言っているのかというと、松山は不思議なことに

東西南北できれいに病院が配置されていまして、愛媛大学医学部の前には

郊外電車の電停がありあす。四国がんセンターの近くには梅本駅がありま

す。市駅のところには県立中央病院があります。ＪＲ松山駅のところには

民間ですけど松山市民病院があります。そして城北には赤十字病院があり

ます。いずれも電停の近くです。郊外電車と路面電車が直接乗り入れがで

きたら、乗換なしで郊外の人が例えば日赤前で降りて受診やお見舞いをし

て郊外に帰れる。その逆もできる。ものすごく高齢化に対応したまちづく

りができるんです。そういったことで、直接乗り入れができないかと言っ

ているんですけれども、松山市営の電鉄であったら自分のところが持って

いるから話が簡単です。でも、民間の伊予鉄道さんが持っていますから、

じゃあ松山市はどれだけ協力をしてくれるんですかという話になります。

松山市が１００パーセントお金を出しましょうといったらものすごく話

は速く進むでしょうが、でも行政は皆さんのお金を使わせていただいてい

るんです。限られたお財布の中で色んな事業をしないといけないです。だ

からある部分だけに思い切って突っ込むのだったら、ある部分は削らない

といけないかもしれません。そういったことを考えながら進めているとこ

ろですが、公共交通機関はものすごくこれからのまちづくりを考えると大

事なところなので、ここは重視していきたいと思います。あと１点、国は

１千兆円の借金を抱えています。これは小学生の皆さんにもわかりやすく、

国から地方には地方交付税交付金とか国庫支出金という形で地方にお金

が回ってくるんです。お兄ちゃんやお姉ちゃんの仕送りと一緒で、親元が

借金を抱えていたら仕送りを大部回せるかといったら回せないですよね。
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だからこれから地方に回ってくるお金が増えるとはとても考えにくいん

です。限られたお財布の中でやっていかないといけない。こういうタウン

ミーティングをさせていただいて「市長これやってよ、あれやってよ、こ

れやってよ。」と言っていただきます。私も人間ですから「わかりました、

それやりましょう。あれやりましょう、これもやりましょう。」と言った

ほうが私も楽です。でも、それをやってしまうと将来の子どもたちにツケ

を残してしまう。市長の人気取りのためにどんどんやっていったら将来の

世代がツケを受けることになりますので、でも、皆さんの声に耳を傾ける

ことはすごく大事なこと、優先順位をつけるために何をしないといけない

かはすごく大事なことなので、こういうタウンミーティングをさせていた

だいております。財政的な問題もあって、なかなか難しい面もあるんです

けれども、公共交通はすごく大事だと考えておりますので、また、ご理解

のほどお願いします。  

【中学生】 北条南中学校です。先ほど通学路についてのご意見が出たの

で、私からも１つお願いがあるんですが、私は毎日、北条南中学校まで自

転車を使って通学しています。昨年度までは歩道を通行してもいいと許可

が出ていたのですが、今年度に入り路側帯を利用しての通学になりました。

すると雨の日や風が強い日には自転車がどんなに自分たちが努力しても

少しグラグラと揺れたり、危ないと危険を感じることがあります。また、

先ほどおっしゃっていたように車がどんなに私たちが気をつけていても、

ビュンビュン飛ばしていたら私たちも危険を感じます。また、自転車と車

との距離がとても近いので、私たちも毎日の通学のときに不安を感じるよ

うになりました。そのことについて、何か市で対策を取っていただけたら

と思います。  

【市長】 通学路がどの辺か言ってもらっていいかな。皆さんとも共通認

識ができると思うので。危ないなと感じるところ地図に指で差してもらっ

ていいですか。旧道のところを通ってきているんでしょ？  

【中学生】 バイパスのほうを通っている人は通行できるんですが、粟井

小学校のところから北条南中学までのところを私は使っているんですが、

こちらのほうも友達は危険だと言っています。実際に私もここから北条南

中に通学しているので。  

【市長】 なるほど。どちらかというとこちらにお住まいの子のほうが危

険を感じている感じかな。  

【中学生】 私が聞くところでは粟井小学校よりも北側の北条南中学校側。

ここはガードレールがついているんですが、とにかく車との距離が近いの

で、危険だと思うんです。  
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【市長】 わかりました。今日、早速帰りに通って帰りましょう。ありが

とうございます。私から逆にお伺いしたいんですが、地元なので旧道と言

っているんですが、旧道で構わないでしょうかね？  

【男性】  中間道路。  

【市長】  あれは制限速度は何キロですか、４０ですか３０ですか？  

【男性】  ４０キロ。  

【市長】 あそこ４０キロですか。例えば色んなやり方ができると思いま

す。抜け道はわかりますので重点的に西署の交通課に重点的に見ていただ

くというのもありますし、例えばこれは皆さんもご協力いただかないとい

けないですけれども、「ゾーン３０」というやり方があって３０キロ規制

にするやり方もありますが、これは皆さんもそれを守っていただかないと

いけなくなりますので、周辺の方にも影響があるものです。これは多分地

区の同意がないとできないと思います。まずは今日、帰りに通らせていた

だいて対策を考えたいと思います。  

【男性】 これまで自転車は中間道路の設置されている歩道の部分を走行

してもいいという西署との合意があってやっていたんですが、この度の道

交法の改正の施行によって、やっぱり法律は法律ですよということで今年

度４月に西署の交通課から直接ご指導がありました。法律を守らないわけ

にはいけないので、左側通行ということで通学方法を変えました。中学生

は守っているんですけれども、登校指導のときに見ていると車のスピード

が非常に危険だということで、また地域の方にもいろいろ見守っていただ

いたり、いい方法がないかお知恵をいただきたいと考えているところです。

ちょうどこの機会に意見が出ましたので、市としてもどういう対応ができ

るのか、またお知恵をいただいて子どもたちが安全に登下校できるように

ご協力いただければありがたいです。  

【市長】 はい、わかりました。北条南中からあの道を通って帰りましょ

う。これはいい機会だったと思うんです。子どもが言うことですから。将

来の粟井・松山・愛媛・日本を背負って立つ子どもたちが、危険に感じて

いるので、これを地区の大人の方々と共通認識を持てたというのは大事な

ことだと思います。私どもも真摯にとらえさせていただいて何ができるの

かを考えていきたいと思います。  

【小学生】 粟井小学校です。僕が住む和田地区の旧道やバイパスになぜ

かわからないですけど、信号がないんです。以前にも事故や車がぶつかっ

ているところを見かけたりしているので、自転車で通っているときにも事

故にならないように信号をつけてもらいたいと思っています。  

【都市政策課長】 都市政策課です。信号機の設置についてご意見いただ
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きましてありがとうございます。実は信号機は警察が所管になってつけま

すので、ご希望の場所があったらお教えいただいたら私から西署に伝えさ

せていただきたいと思います。なお、実際に信号を設置する場合には、交

通規制がかかるようになりますので、地域の皆さんと意見を１つにすると

いいますか、大人の方にも相談をしていただいて、危険と感じる状況を皆

さんで共有をしていただいて、意見がまとまったら地域から警察また松山

市にご意見を上げていただいたらと思います。お願いいたします。  

【男性】 先ほどから通学路の話が出ているので、ちょっと１点気がつい

たことがあります。今出ている話は全部お願いする話、要求型の話だった

んですが、粟井地区の自主防災連合会の防災士の方がいい質問されたと思

うんです。それを皆さんご存知でしょうか。通学路の点検は粟井地区自主

防災連合会が入っていない、防災士の方が入っていない。連絡してくれれ

ば我々も通学路の点検等は災害時の避難通路と表裏一体だからやります

と話がありました。これはここだけでの問題でなくして、松山市全体の問

題でもあると思います。せっかくそういった専門教育を受けた防災士の方

がおられますから、そういう方にも点検に入っていただいて、さらに安全

なことを見出すという趣旨の質問であったと思うんです。これはぜひ松山

市全体で取り入れたらいかがでしょうか。そういうことをちょっと思いま

した。これはお金はかかりませんから、電話１本で済むことですから、ぜ

ひ検討してみてください。  

【市長】 これは経緯を述べさせていただいたらと思います。平成２４年

の春のことだったと思います。京都の亀岡だったと思うんですが、通学路

を子どもたちが通っていたときに、一晩中運転していた若者の車が突っ込

んで１０名の方が死傷した事件があったと思います。それを受けて、松山

市ではそういうことが起こらないように何とかしてくれと指示を出しま

して、夏休みの通学路の緊急合同点検になりました。このときは、国道だろ

うが県道だろうが市道だろうがそんなことは関係ない、市だけでなく、国も

参加してください、県も参加してください、市の担当者も出る。やっぱり小

さな小学生がそういうことがあってはいけない。一番危険を感じるのではな

いかということで、小学校の先生方にもＰＴＡの方々にも保護者の方にも、

地域の方にも参加していただいてだったと思います。警察の方にも参加して

いただいて、緊急合同点検をさせていただきました。およそ３００カ所の危

険箇所が出てきたんですけれども、今、ホームページで全部出しています。

どういう対応をしましたと出しています。こういう方針でやりますというま

だのところも出しています。緊急点検ということでやらせていただいたので、

国・県・市・警察・学校関係の方々で夏休みの暑いときにやっていただいた
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経緯があります。私も去年の夏に防災士の資格を取らせていただきましたけ

ども、入っていただけるなら喜んで、加わっていただけたらと思います。も

ともとあのときは通学路の点検だったので、そういう形だったんですけれど

も、確かに皆様は防災について長けた知識をお持ちですので、入っていただ

けるのだったらありがたく思います。  

【男性】  今、中学生の方が言われた通学路は私も自転車で通っていてトラ

ックが横を通って恐ろしいことがありましたけど、前回のときも自転車道を

つくりたいと市長さんおっしゃられましたよね。ですから１年や２年ででき

なくても、長期的に歩道・自転車道・車道も考えていただいたらと思います

し、それから浅海線の苞木のあたりではものすごく広い歩道がありますから、

あそこを通れるのだったら中学生は安全ですけど、そういう現場を見て、自

転車道も考えていただいたらと思います。  

【市長】  松山市としてはできるだけ歩行者と自転車を分けていきたい思い

ですので、お金の限りがあるんですけれども、地元の方のご同意もいただき

ながら工事もしないといけないので、進めていきたいと思います。  

【小学生】  粟井小学校です。粟井川のことですけど、粟井川の土手の草刈

りをしてほしいです。マムシやイノシシの隠れ家となり、農家の方に迷惑を

かけているからです。また、通学路に出てきて危険な思いをするので土手や

川の草刈りをしてほしいです。  

【下水道政策課長】  下水道政策課の高市と申します。ありがとうございま

す。粟井川は愛媛県の管理している川にはなるんですけれども、後で場所を

教えていただいて、私どもから県にお話は持っていきたいと思います。それ

から川の管理ですけど、地域で川を守っていこうという「愛リバー・サポー

ター制度」があるんです。粟井川についても「粟井ちとせ老人クラブ・粟井

小学校」で登録をしていただいています。地域の方と愛媛県・市で例えばご

み袋を提供するとか、草刈りの鎌をお貸しするとかで、一緒になってやって

いこうということがございますので、そういう活動も一緒に考えていただい

たらいいかなと思いますので、今言われたことはお伝えしたいと思います。

ありがとうございました。  

【市長】  松山市のタウンミーティングでは、「それ国なんですよ。それ県

なんですよ。それ市なんですよ。」と言わないことにしているんです。確か

に粟井川の管理は県ですけど、私どもから言いますのでご心配なく。皆さん

どこが国道でどこが市道でどこが県道かわからないですよね。遠慮なく言っ

てください。敷居が高くなるよりかは敷居が低いほうがいいですから遠慮な

く言っていただいたらと思います。これはもし大人の方がよかったらですけ

れども、粟井川では西警察署の粟井駐在所から上流へＪＲの線路の区間で「粟
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井ちとせ老人クラブ・粟井小学校」が団体として登録して河川清掃などの活

動をしているんです。「愛リバー・サポーター制度」に加わっていただいた

ら登録団体が行う河川の清掃活動に対してボランティア保険の加入、保険加

入していたら何かけがをしても保険で賄うことができる。そして、ゴミ袋な

どを無償で用意します。草刈り鎌・草刈り機を無償でお貸しします。草刈り

機があると楽ですね。それと出てしまったごみはどうなるかというと、ゴミ

の運搬・処分などの支援をこちらで行わせていただく制度がありますので、

よろしかったら大人の方よろしくお願いいたします。  

【小学生】  通学路ではないんですけど、テトラのすぐ近くに車の通れるぐ

らいの道があるんですけど、あそこがとってもガタついていて、しかも真ん

中に大きな段差があって、とてもこけやすくなっているので、そこの道を舗

装してくれればありがたいです。あと、引いていた白線がほとんど消えかか

っているところがあって、もうわからないところがあるので、そこの白線を

濃くしてほしいです。  

【都市政策課長】  都市政策課です。ご意見ありがとうございます。道路も

色んな部局が管理しておりまして、おそらく市道ではないと思うんですけれ

ども、また管理者に連絡をして対応するようにお伝えしたいと思いますので

お願いします。また後で場所を教えてください。  

【男性】 粟井の区長会の会長をしております。今、後を引き継いで自主

防災会の会長も兼任になってございます。粟井川の清掃はクリーンデーの

市民大清掃のときに毎年１回はしてございますので、そのときには地域か

ら大体８０名程度、草刈り機を持って川の清掃をしてございます。通学路

のことですが、今の中央線はここの出口のところの対岸です。だから４メ

ートル向こうの溝のことを言っております。その溝がそこのバイパスの陸

橋のところから今の小学校の久保池のところまでの通学路のことを言っ

ております。そこの通学路のところに横断歩道をつけてくれと粟井駐在所

の駐在員にお願いをしてございます。これが２週間くらい前です。それか

ら今のは磯ノ川池のところの中央線の歩道のことを言っています。以上で

小学生にはわかっていただいたと思いますが、これから質問をさせてもら

います。私は自主防災の会のお世話をしておるんですけれども、去年、市

からモデル事業で３０万円もらいまして、中古の倉庫を買いまして、そこ

に防災資機材をいろいろ買わせていただきました。それから初の防災訓練

をしまして、３５０～３６０位の人数が来るだろうとマイク放送をしまし

て、実際は４９９名、あと１人来たら５００名になるところだったんです

が、いろいろ豚汁とかおにぎりとかつくりましたけど、数がとても足らな

いので追加をしたことがございまして、嬉しい悲鳴を出しました。そこで
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見つかった問題があります。アンケートを取りました。人数が２０代から

４０代が９パーセントと極端に少なく、６０代７０代のほうが多く３０パ

ーセントの人が来ている。１つだけ私が今日言いたかったのは、平成５年

ぐらいに安岡避難地に避難場所を決めて集まっていただいたんですけど

も、安岡避難地は今ソフトボールが２面できます。もうひとつ上に１面く

らいのソフトボールができる駐車場があります。そこに避難してきた人等

が歩いてくるわけですけど、２０分３０分かけて来る人がおります。芝生

がないですから座るところがない。それからベンチがない。雨が降ったら

どうするのというところ。それから井戸水がなくて水道が３カ所あります。

トイレは１カ所です。そこに毎年ソフトボールやサッカーの練習に松山と

か宇和島とか新居浜とかから練習試合に人数がものすごく来るんですけ

れども、トイレは１カ所しかないわけです。これが避難地と言えるかどう

か、私らはそれを運動場だと言っております。避難地としての名前がつい

ている限りは、ベンチがあり、屋根があり、自転車が置けるような屋根つ

きのカーポートみたいなものがずっと並んでいるとか、雨除けがあるとこ

ろが避難地じゃないかと。私ら避難訓練してすぐわかったのが、これは机

上の空論だと。だから１つ私たちが言いたいのは、今まで平成５年から北

条と合併してからどこに何が増えたかというと増えていないんです。何に

も増えていないんです。井戸水を掘った覚えもない、トイレもつくった覚

えがない。私たちが言いたい避難地と呼べるものじゃないと思うんです。

これはグラウンドなんです。でもここに５００名が集まった。ここで豚汁

とか色んなものをつくった。避難地として認められているところが避難地

じゃないという、これが私の言いたかったことです。ここにトイレをあと

１カ所増やしましょう、１年に１カ所ずつ増やしましょうとか、ちょっと

ずつつくってくれる。ベンチをちょっとずつ置いてくれる。それから一番

大事なことは先ほど言いました児童館のことです。粟井地区とか、堀江地

区とか北部に児童館という施設がございません。だから北部地域につくり

ますと去年は有力な候補ですと市長さんはそうおっしゃいました。北条地

域どこでも構わないのですけれども、できましたら用地が公共用地ですの

で、用地の購入をする必要がないことが１つのメインだと思います。それ

から粟井川のすぐ横ですから伏流水もあります。そういうところを利用し

て児童館なり老人憩いの家なり何らかの公共施設を補助金を使ってでも

建てていただいたら、もし雨が降ったとき、もし地震があったとき、何か

のときの避難したところに小学校なり安岡避難地なり、もしそういう施設

があれば雨がしのげて避難ができるんじゃないかというのが私の希望で

す。できましたら色んな補助金を使って色んなことを計画していただいて、
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一気にしてもらう必要はないです。井戸水も手押しポンプが欲しいくらい

の井戸水です。電気もモーターでしたら電気が来なかったら困りますので、

江戸時代のつるべじゃないですけども、そのようなものでも結構です。で

きましたら井戸をつくってほしいということをお願いいたしたいと思い

ます。以上です。  

【消防局総務課長】 消防局総務課の中矢でございます。防災に関する質

問をありがとうございました。安岡避難地は松山市の地域防災計画に基づ

きまして、一時避難場所に指定させていただいております。地域防災計画

では避難場所の定義が３つございまして、避難所・一時避難場所・広域避

難地がありまして、一時避難場所は一時的に地域の皆さんが避難していた

だいて、安全を確認した上で避難所に移動していただく施設でございます。

安岡避難地は一時避難場所でございますので、一時的に地域の皆さんに避

難していただいて、近隣であれば粟井小学校が避難所に指定させていただ

いておりますので、粟井小学校に避難していただいたらと考えております。

いろいろとご提言いただきましたので、例えばベンチとかにつきましては

持ち帰らせていただいて、できることから検討させていただきたいと思っ

ております。それとこの場をお借りいたしまして、粟井地区の自主防災組

織は松山市でも特に活発な活動を展開していただいております。訓練や研

修会、また地域の特性に応じた防災マップなどもつくっていただいており

ますので、今後ともこの活動をぜひ継続していただきたいと考えておりま

すのでどうぞよろしくお願いいたします。  

【市長】 熱心なご意見をいただきまして、本当にありがとうございまし

た。残念ですけども時間がまいりましたので、ご予定のある方もいらっし

ゃると思いますので、このあたりで閉めさせていただいたらと思います。

今日、途中でも申し上げましたが、私は一市民からこの立場をいただいた

人間です。やっぱり政治と皆さんの距離、行政と皆さんの距離ができてし

まうことはよくないことだと感じております。市役所に言っていただいた

ら「この方法はできんのやけど、こういうやり方はできるんですよ」とい

うことをお伝えできることもあります。ですので、どうぞ敷居を高くなさ

らずに、市役所は市民の皆さんの役に立つ所で市役所じゃなきゃいけない

と思っておりますので、これからも皆さん遠慮なく言っていただいたらと

思います。松山市役所にはホームページで「市長へのわがまちメール」と

いう制度がありまして、市長に直接メールをできる制度がございます。そ

ういうのを使っていただいてもいいですし、はがきでも封書でも何でも結

構ですので遠慮なく言っていただいたらと思います。これからも市民の皆

さんの役に立つ所でありたいと思っていますので、いろいろとご要望を寄
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せていただいたらと思います。今日は本当に熱心にありがとうございまし

た。  

 
―  了  ―  

 


